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地震予知論入門
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　地震予知は地震国住民の悲願である．最近における日

本の地震予知研究計画は，1960年代の初めごろ近代科学

の粋を集めて再発足した．本書の著者はもともと地球電

磁気学の権威であったが，同計画の発足に際’して東大地

震研究所教授としてその頭初から中枢に参画し発展に寄

与してきた．最近アメリカ・コ・ラド大学環境科学研究

所にて地震予知研究に従事し帰国後東京工大に移られた

が，この頃から地震予知に関する専門書・教養書を多数

執筆された．本書はこれらの著書をふまえ，さらに最近

の進歩も取り入れて専門的立場への入門書として要約し

たものである．

　多方面にわたる地震予知関連要素，地殻変動，地震活

動，地震波速度変化，地磁気・地電流，活断層・活構

造，重力・地下水などの観測・研究および日本，中国，

アメリカ，ソ連等におけるその組織・態勢など著者の豊

富な知識を駆使して要領よくまとめ，大変わかり易くな

っている．

　また岩石破壊，高ストレス下の物性などの室内実験，

ディラタンシー説，プレートテクトニクス，周期説，地

殻歪限界と地震発生確率などの地震予知理論に関する研

究にもかなりの頁を割き，地震コント・一ル，地震警報

等社会問題に言及してしめくくっている．ここではプレ

ートの動きから地殻歪の蓄積によっておこる地震発生確

率の算出や，各種の地震先行現象をまとめてその先行現

象から地震がおこるまでの時間と地震の規模との関係な

ど著者の最近の研究の傾向がうかがえる．

　しかし全体としては地震予知関係各分野についてまん

べんなく解説し，一一読すれば専門的知識の概略がつかめ

るよう意図されている．地震予知に関しては昔から諸種

の言い伝えがあり，この著者も別の教養書では詳しく書

いているが，本書では物理学に立脚したもののみについ

て述べている．たとえば，動物や魚が何かの地震先行現

象に感じるとしても，その刺激するシグナルそのものを

物理的に捕捉して地震予知を行なうのが本筋だと思うと

いう著者の考えによるものであろう．
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ことが報告されている．上述のほかに，Freak　waveの
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成因として，海底谷の影響をあげている学者もある．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（松本　次男）
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